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規模商店街とそこで働く人々について語ることが可能な地域住民 5 名の計 20 名である。データは、平成 28
年 5月から平成 29年 6月の間に、インタビューに加え、参加観察、写真、荒町商店街の書類・書籍より収集
した。小規模商店街の小さな商店で働く人々から収集したインタビューデータは、カテゴリを発見する段階、
カテゴリを統合していく段階、カテゴリ間の関係性とテーマを明らかにする段階を経て分析し、研究集団の健
康の捉え方を説明し得るテーマを生成した。分析過程においては、他の収集データを用いて、結果の信憑性を
確認、補強した。 
小規模商店街の小さな商店で働く人々の健康の捉え方は、「慣習と健康の捉え方の相互補完的な共存」とい
うテーマによって説明された。健康の捉え方が形成される先行要件として、小規模商店街の小さな商店で働く
人々という集団には、古くから育まれてきた慣習が存在した。慣習の中でも、健康保持を目的とした慣習とし
て、≪主体的な贈り物と目に見えないお返し≫、≪よそ者感や居づらさとの折り合いを付ける≫、≪関係を紡
ぐ語り合い≫という 3つの様相が記述された。人々は、これらの慣習について語る中で、健康の捉え方を明確
にしていた。人々の健康の捉え方として、≪自由世界で闘い続けられる≫、≪お金にかえられない利益に恵ま
れる≫、≪永く活動的な生活が送られる≫という 3つの様相が記述された。これらのように、慣習に基づいて、
健康の捉え方が存在した。一方、健康の捉え方が慣習を強固なものへと確立させていた。慣習と健康の捉え方
が相互に作用しながら共存することで、人々なりの健康の捉え方が説明され得た。 
生活世界における健康概念に対して地域看護は、人々とともに語り合いながら生活のあり方を考え、贈り物
やお返しの慣習を活かすことで、人々から闘えているという気付きや金銭に依らない活動的な生活を導く支援
を展開できることが示唆された。 
